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「日本人の臨死体験と臨死体験後に辿る過程―20 事例における質的研究の結果から―」    

発表者：明治大学大学院情報コミュニケーション研究科博士後期課程  岩崎美香 

 

１. 臨死体験とは何か 

「典型的には死に近づいた人、もしくは生理学的または情緒的な強い危機の状況にある人に起

こる、超越的で神秘的な要素を帯びた心理的な出来事」（Greyson, 2000）1 

昏睡状態に陥った人の約 4割、心停止から蘇生した人では約 2割から報告 

体験内容には文化や個人的背景を越えた共通性 

死に隣接した体験としての「死後存続」問題  原因論（etiology） 

 

２．日本人の臨死体験 

1980年代後半から事例収集や研究が行われるが、1990年代後半をピークに停滞。 

2008年から調査を開始し、20事例の臨死体験（表１参照） 

前半：移行・移動、異世界体験、何らかの存在との遭遇／後半：留まれない事態の発生 

・西洋圏の臨死体験との共通点：トンネル、体外離脱、人生回顧、人物、異世界の５要素有 

・西洋圏の臨死体験と異なる内容：境界としての川の出現の頻度、超越的存在との関わり 

ただし、危機状態への生理的反応に基本的枠組みか（解離現象との類似） 

脳内現象にとどまらない側面→「私」の多層性と身体の範囲を超えた知覚 

 

３．臨死体験後に辿るプロセス 

臨死体験後の変化（事後効果：aftereffects） 

20事例中、18事例が臨死体験後に何らかの変化。臨死体験後には困難を抱える場合も 

臨死体験後のプロセスの検討（M-GTAによる）（図 2参照） 

２つの並行した展開の方向性 

・臨死体験を日常の中で整理し、意味づけていく方向性 

・臨死体験後に生じた変化を整理し、意味付け、さらに調整していく方向性 

＊「身体や感覚の変容」は信念体系の変化と異なる展開 

日常への適応に留まらない非日常的体験を日常へと還元していくプロセス 

米国での臨死体験後の困難に関する調査研究（Stout, Jacquin, Atwater, 2006）2とも共通性 

 

臨死体験に限らず、日常の外側の世界に触れて、拡大した自己意識や世界観、変容した身体や感

覚をどう扱うかという問題についての手がかり 

                                                   
1 Greyson, B. (2000). Near-Death Experience. Candeňa, E., Lynn, S.J., & Krippner, S.C. (Eds.) 

Varieties of anomalous experience: Examining the scientific evidence. Washington, D.C.: American 

Psychological Association, 315-352. 
2 Stout, Y.M.,  Jacquin,  L..A., Atwater, P.M.H.(2006). Six major challenges faced by near-death 

experiencers. Journal of Near-Death Studies, 25 (1), 49-61. 



身心変容技法と霊的暴力―宗教経験における負の感情の浄化とワザに関する総合的研究― 

 

2016年 2月 9日 第 44回 身心変容技法研究会「日本人の臨死体験と臨死体験後に辿る過程」 

2 

 

 



身心変容技法と霊的暴力―宗教経験における負の感情の浄化とワザに関する総合的研究― 

 

2016年 2月 9日 第 44回 身心変容技法研究会「日本人の臨死体験と臨死体験後に辿る過程」 

3 

 

 



身心変容技法と霊的暴力―宗教経験における負の感情の浄化とワザに関する総合的研究― 

 

2016年 2月 9日 第 44回 身心変容技法研究会「日本人の臨死体験と臨死体験後に辿る過程」 

4 

 

 


